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例会報告（平成１９年７月３０日）

 会長　齋藤逸朗

  「それでこそロータリー」

　「四つのテスト」

 会長　齋藤逸朗

 会長　齋藤逸朗

 幹事　石田喜一

点 鐘

ソ ン グ

唱 和

会 長 挨 拶

会 務 報 告

幹 事 報 告

プログラム

国際奉仕委員会による

　　　　　　　新年度活動計画の発表

①ガバナー事務所より

　・新潟県中越沖地震義援金について

　・８月ロータリーレートについて

幹事報告

　皆さんこんにちは！会長になって、早１ヶ月が

あっという間に過ぎてしまいました。あと11ヶ月で

す。

　本日は、本年度活動計画書をお渡しする事ができ

ました。会員増強にはぜひこの計画書をお持ちでき

る様、多めに印刷してあります。校正の時点で３ヶ

所誤りがありましたが、友情においてご勘弁下さ

い。今年は九十九里浜の日の出を表紙にしました。

横芝ロータリークラブのイメージにしたいと思いま

会長挨拶

したが、皆さんの想像にお任せします。

　さて本日は、地区のクラブ奉仕合同セミナーに私

と石田幹事、菅井会員、土屋会員、内田会員、森川

会員で出席して参ります。。時間の都合上、本日の

例会は１時20分で終了させたいと思います。

　又、７月26日に森川国際奉仕委員長と石田幹事に

地区国際奉仕セミナーに参加していただきました。

森川委員長に報告並びに今年度活動計画の発表をお

願いいたします。

　８月３日は、東金にて行われます会長幹事会に参

加いたします。

　又、８月４日、横芝ロータリークラブ協力の映画

鑑賞会は、まだチケットがありますので若梅さんに

申し出て下さい。よろしくお願いいたします。



本日計 　 12,000円

累　計 　127,000円

菅井直秀君　…（クラブ奉仕セミナー主催に参加）

石田喜一君　…（新盆で忙しいので８月は迷惑かけ

　　　　　　　　ます）

内田裕雄君　…（齋藤年度順調にスタートしました）

土屋俊夫君　…（参議院選挙の投票に立会いに行っ

　　　　　　　　て来ました）

森川忠君　　…（国際奉仕セミナーに参加してきま

　　　　　　　　した）

ニコニコボックス

四大奉仕委員長の今年度方針発表Ⅲ

＜国際奉仕委員会委員長　森川忠＞

【活動方針】

　国際奉仕の意味をよく理解し横芝ロータリークラ

ブとしてどのような形で活動したらよいかを会員各

位とよく話し合い、考えながら進めて参りたいと思

います。

ロータリー財団委員会

●　年次寄付　一人当たり100ドルの目標に向けて

　努力いたします。

●　ＰＨＦ、ＭＰＨＦ、及びベネファクターの寄付

　要請に対し協力をお願いいたします。

●　当クラブの人道的補助金プログラム「国際奉仕

　平和アースデー」をボランティア奉仕活動補助金

　の対象として申請いたします。

例会日 会員数 出席

7月30日 37 29

MU ％

8 100.0

出席報告

☆ 欠席をしたらメイクアップをしましょう ★

＜国際奉仕委員長セミナー報告＞

　　　　　　　　　国際奉仕委員長　森川　忠

　７月26日　ホテルザ・マンハッタン幕張におい

て、国際奉仕委員長セミナーが開催されました。石

田喜一幹事と共に出席してまいりました。国際奉仕

委員会は、ＷＣＳ委員会（ＷＣＳ＝World

Community Service）、青少年交換委員会、ＲＦ委

員会（ＲＦ＝Rotary Friendship）の３つで構成さ

れています。まずＷＣＳ委員会ですが、第2790地区

においては1985年に始まり22年目を迎えようとして

おります。しかし、分区やクラブによってＷＣＳ活

動への偏りのあるのが現状です。例年フィリピンの

3860地区を支援視察訪問先としておりましたが、本

年度からはベトナムへの教育施設支援も視察し、ベ

トナム地区でのロータリークラブ設立を願い「ＷＣ

Ｓ」の輪が広がることを願っております。

　支援の内容としては、フィリピン、ダバオ地区に

おいて学校建設、恵まれない子供たちへの経済、医

療等の支援、乳がん早期発見用具の提供など多岐に

亘り行なわれております。今年度のフィリピン支援

視察の予定は平成22年１月17日より４泊５日で予定

されております。多くの会員の参加をお願いいたし

ます。

　次に、青少年交換プログラムに「若者がクラブ・

地区・日本の親善大使」として参加することによ

り、他国の文化を経験し、生涯に亘る国際理解の種

を植える機会が提供される。

　また、ロータリーの理解とホストファミリー・ク

ラブ、他地区との友好関係を築く機会が提供され

る。短期・長期のプログラムがあり、横芝クラブで

はここ３年ほど行っていませんが、今後は青少年育

成のためにも近隣の学校によびかけ実施してまいり

たい。

　ＲＦ委員会では地区クラブ相互の親睦を図るた

め、現在は野球、釣りを中心に行われています。現

在、特定のクラブで運営されていますが、今後、多

くのクラブがご参加下さいます様お願い致します。

国際奉仕委員会委員長　森川忠




